
（別紙４）

～ 2026年　2月　17日

（対象者数） 10 （回答者数） 4

～ 2026年　2月　17日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2026年　2月　17日

（対象数） 11 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・前年度の反省を活かし情報共有の時間をしっかりと取れる

ように時間調整を行った。都度ご意見を反映していけるよう

に努める。

2

・情報共有後の細かな連携を心がける。

3

・個別療育の中で支援に取り組み、その後の情報の共有が浅

くなりがちであった。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問時の日程調整、当日、緊急時の対応についてなど、確

認を行うように努める。

2

・ペアトレや情報の共有について、全体が確認できる方法を

模索する。

3

・保護者・訪問先からのニーズがあり、満足していただけてい

るアンケートの結果が出ている。

・事前の聞き取り、や情報の共有、報告と時間をとって丁寧に

行っている。

・スタッフ間で訪問の前に課題等の確認、訪問実施後に事業所

で課題等の再共有（訪問時の行動を踏まえ）、話し合いのち、

改めて（放課後など）訪問先へ情報共有等の時間を作るように

している。

チームで支援を考える機会を設けている。

個別療育を行っているので、訪問先で上がった課題など、個人

に合わせて支援内容に反映をしやすさがある・

本児、保護者、関係機関等で上がった困りごとなど事業所内で

共有を行い、支援に反映させる方法を各自考えている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学校送迎がないため、学校との緊急時対応が確認不足な点が

あった。

・保育所等訪問の際に緊急時を想定していなかった。

ペアトレの実施ができていない。 ・情報の共有も全員へ届いていない事が多いのでお知らせ等の

方法を見直す。

2026年　1月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　26日

○事業所名 キッズアドベンチャー

○保護者評価実施期間 2026年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


